
JPI-5S-26-2010（追補-2016）
（2016 年 3 月 30 日追補）

潤潤滑油-低温見かけ粘度試験法

-ブルックフィールド粘度計法

（2016 年 3 月 30 日追補）

    この追補は，2010 年 9 月 22 日に改訂された“潤滑油-低温見かけ粘度試験法-ブルックフィールド粘度

計法”2010 年版の追補である。

したがって，今後，JPI-5S-26-2010 とは，この追補を含むものとする。

    なお，この追補は該当箇所のみを示す｡2016 年 3 月 30 日の追補は次の 2 箇所である。

追補 1
3.6 報告 3.5 で計算された粘度を試験温度とともに報告する。また，必要に応じて測定時のスピンドル

回転数，標準油の測定粘度を報告する。

なお，デジタル粘度計を使用する場合は粘度計の直読値をそのまま報告してよい。

追補 2
3.2 試験用機器

b) スピンドル ブルックフィールド粘度計 LVT 型用 No.4LV スピンドル。シャフトが絶縁されている

4B2 が好ましい。図 2 に形状，寸法の一例を示す。

追補-2016 の解説

追補 1 について

デジタルタイプの粘度計を使用した場合の報告方法が不明確であったことから，デジタル粘度計を使用し

た場合の報告方法について追記した。

追補 2 について

試験用機器であるスピンドルの形状及び寸法について，図 2 が一例を示したものであることが分かるよう

文言を修正した。
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